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令和５年３月 10 日 

総 務 省 

 

「政治的公平」に関する行政文書の正確性に係る精査について 

 

総務省が 3 月 7 日に公表した、放送法に定める「政治的公平」に

関する行政文書の正確性について、文書に示された関係者に対し、総

務省職員が聞き取りを行うなどし、文書の作成者、発言者の確認の有

無、作成経緯等を精査した結果は以下のとおり。 

 

1 精査の対象とした文書 

・総務省が 3 月 7 日に公表した全ての文書 

 

2 文書の作成者等 

・文書を構成する全 48 ファイル中（別表参照）、22 ファイルは作成

者が確認できたが、26 ファイルは作成者が確認できていない。 

・また、発言者に対する内容の確認が行われたことが確認できたも

のはなかった。 

 

3 文書中の不自然・不一致等(例) 

① H.27.3.6 「大臣レクの結果について安藤局長からのデブリ模様」

の資料 

作成者不明、形式が「聞き取り」 

→文書整理 No.39 (P66) 
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② H.27.3.5 今井秘書官発言への評価 

山田秘書官:「官邸にプラスになる話ではない」 

→文書整理 No.36 (P61 二つ目の○３行目)、作成者不明 

 

礒崎補佐官:「もっと過激なことも言っていた。」 

→文書整理 No.37  (P62 一つ目の○２行目)  

 

③ 日時不明 安倍総理と高市大臣の接触に関する記録 

平川参事官(3/9(月))高市大臣から「総理」に電話 

→文書整理 No.42 (P70 一つ目の・)、作成者不明 

 

山田秘書官(3/13(金))高市大臣から「総理」か「今井秘書官」に電話 

→文書整理 No.43 (P71 一つ目の・)、作成者不明 

 

また、平川参事官の連絡 (3/9(月 ))から山田秘書官の連絡

(3/13(金))まで 4 日の期間 

 

④ 文書の作成経緯が特に不明なもの 

→文書整理 No.42、43 

 

⑤ やりとりが記録された文書の記載上、正確な時刻が不明のもの

（一部再掲） 

→文書整理 No.12、36、39、42 

 

⑥ 文書の作成者が不明のもの（一部再掲） 

→文書整理 No.1、5、7、11、13～15、18、20、22、26、28、31、33、

35、36、38～43、45～48 

 
4 その他の精査の状況 

① 礒崎補佐官関連 

・礒崎補佐官から放送法の政治的公平に関する問合せ自体があった

ことは確認された。 
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・本件の過程で、強要などがあったとの認識は示されなかった。 

・文書に記載されている打ち合わせの回数や個々の発言の内容が正

確であるとの認識は示されなかった。 

② 高市大臣関連 

・引き続き精査を実施中。 

③ 安倍総理関連 

・引き続き精査を実施中。 

 

※ 役職・肩書は全て当時のもの 
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（別表） 

精査の対象とした文書を構成するファイルについて 
整理 No. 作成者の確認 公表文書の頁番号 

01  1～2 
02 ○ 3 
03 ○ 4～5 
04 ○ 6 
05  7～8 
06 ○ 9～10 
07  11～13 
08 ○ 14 
09 ○ 15～16 
10 ○ 17 
11  18～19 
12 ○ 20～21 
13  22 
14  23 
15  24 
16 ○ 25 
17 ○ 26 
18  27 
19 ○ 28 
20  29 
21 ○ 30 
22  31～32 
23 ○ 33 
24 ○ 34 
25 ○ 35 
26  36～37 
27 ○ 38 
28  39～40 
29 ○ 41 
30 ○ 42 
31  43～55 
32 ○ 56～57 
33  58 
34 ○ 59 
35  60 
36  61 
37 ○ 62～63 
38  64～65 
39  66 
40  67 
41  68～69 
42  70 
43  71 
44 ○ 72 
45  73 
46  74 
47  75 
48  76～78  


